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　沿岸漁場および養殖漁場の漁場環境データを継続的に

収集・情報提供し、県が策定する資源管理指針･資源管

理計画および漁場改善計画の見直し･策定の資料とする。

１．海況テレメータシステムによる水温塩分等モニタリ

ング及びリアルタイム情報提供

　図１に示す玄海沿岸域の唐津湾、名護屋浦、仮屋湾お

よび伊万里湾の４定点において、自動観測装置による表

層の水温、塩分、クロロフィルの定時観測（30分間隔）

を行った。また、伊万里湾においては、中層の水温、塩

分、クロロフィル、有害プランクトン、底層の水温、塩

分、DOの定時観測（30分間隔）を行った。観測期間を表

１に示す。

　観測データは、リアルタイムで漁業者へ提供すること

を目的として、図２に示す海況テレメータシステムによ

り、インターネットを介して情報発信（図３）を行った。

　自動観測装置により観測した表層水温の範囲は、唐津

湾で10.5 ～ 30.0℃、名護屋浦で13 ～ 30.0℃、仮屋湾

10.8 ～ 30.8℃、伊万里湾で9.9 ～ 31.6℃であった。

玄海地区漁場環境情報提供事業
　

津城　啓子

２．自動観測装置設置定点における定期観測

　唐津湾、名護屋浦、仮屋湾、伊万里湾の自動観測装置

を設置した地点および外津浦において、毎月上旬に漁場

環境調査を行った。観測項目及び観測層については、次

図１　自動観測装置の設置場所
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図２ 海況テレメータシステムの概要図 
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２．自動観測装置設置定点における定期観測 
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唐津湾幸多里地先

名護屋浦名護屋地先

仮屋湾仮屋地先

伊万里湾波多津地先

 

トップページ サブページ

定点名 観測期間 備考（欠測期間）

唐津湾 4/1～3/31 9/1～9/26（台風避難）

名護屋浦 4/1～3/31 9/1～9/27（台風避難）

仮屋湾 4/1～3/31 9/1～9/27（台風避難）、1/10～3/14（メンテナンス）

伊万里湾（表層） 4/1～3/31 9/1～9/27（台風避難）、1/10～3/14（メンテナンス）

伊万里湾（中層） 4/1～3/31 9/1～9/27（台風避難）、1/10～3/14（メンテナンス）

伊万里湾（底層） 4/1～3/31 9/1～9/27（台風避難）、1/10～3/14（メンテナンス）

表１　自動観測装置による観測期間
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のとおりである。

ⅰ）観測項目：水深･透明度・水温･塩分・pH・DO

ⅱ）観測層：０ｍ・（2.5ｍ・５ｍ・10ｍ)・B-1ｍ

　調査結果については「玄海漁場環境情報」として、毎

月、漁業者等へ情報提供を行った（図４）。

３．養殖漁場環境調査

　養殖漁場において、溶存酸素濃度を測定し「溶存酸素

量調査結果」として、漁業者等に情報提供を行った（図

５）。

図４　玄海漁場環境情報
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令和４年度 玄海漁場環境情報 （３月号）

調査年月日：令和５年３月１０日 佐賀県玄海水産振興センター
普及加工担当 津城、川名、梅田
☎ 0955-74-3021

〇海況
・表層水温は、13.9～14.7℃で、平年値と比べ1.8～2.4℃の範囲でした。
・表層塩分は、33.5～34.4で、平年値と比べ0.1～0.7の範囲でした。

＊1 DO（溶存酸素）：海水中に溶け込み得る酸素量（計算により求めたもの）を100とした時の割合

表層水温の推移

＊2平年値はH15～R3年までの平均値

＊2

水温（℃） 塩分 DO(%)*1

唐津湾（幸多里） 13.9 34.3 103.3 9.0

名護屋浦 14.6 34.4 106.0 13.0

外津浦 14.7 34.3 107.7 8.0

仮屋湾（仮屋） 14.6 33.5 111.8 8.0

伊万里湾（波多津）　 13.9 33.6 107.1 8.0
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発行年月日： 令和4年(2022)年9月1日

佐賀県玄海水産振興センター  
　普及加工担当係：神﨑

溶存酸素量調査結果（伊万里湾 第5報）

　　　　　☎ 0955-74-3021
調査年月日：令和4年9月1日
調査時刻：10:10～11:09

大浦浜、波多津周辺の底層で溶存
酸素が大きく低下しています。
　
　今後の情報にご注意ください。
  この情報に関するお問い合わせは、玄海水産振興セン
ターまで連絡ください。
　県HPでは、波多津魚類養殖筏付近に設置した自動
観測システムによりリアルタイムで底層付近の溶存酸素量
を見ることができます。

（右のQRコードをご利用ください）

　　　　は溶存酸素40％以下の部分を示しています。　　
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図５　溶存酸素量調査結果

 

 

ては、次のとおりである。 

ⅰ）観測項目：水深･透明度・水温･塩分･pH・DO 

ⅱ）観測層：0m・（2.5m・5m・10m)・B-1m 

調査結果については「玄海漁場環境情報」として、

毎月、漁業者等へ情報提供を行った（図 4）。 

 

図４ 玄海漁場環境情報 

 

３.養殖漁場環境調査 

養殖漁場において、溶存酸素濃度を測定し「溶存酸

素量調査結果」として、漁業者等に情報提供を行った

（図 5）。 

 

図５ 溶存酸素量調査結果 
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調査年月日：令和５年３月１０日 佐賀県玄海水産振興センター
普及加工担当 津城、川名、梅田
☎ 0955-74-3021

〇海況
・表層水温は、13.9～14.7℃で、平年値と比べ1.8～2.4℃の範囲でした。
・表層塩分は、33.5～34.4で、平年値と比べ0.1～0.7の範囲でした。

＊1 DO（溶存酸素）：海水中に溶け込み得る酸素量（計算により求めたもの）を100とした時の割合

表層水温の推移

＊2平年値はH15～R3年までの平均値

＊2

水温（℃） 塩分 DO(%)*1

唐津湾（幸多里） 13.9 34.3 103.3 9.0

名護屋浦 14.6 34.4 106.0 13.0

外津浦 14.7 34.3 107.7 8.0

仮屋湾（仮屋） 14.6 33.5 111.8 8.0

伊万里湾（波多津）　 13.9 33.6 107.1 8.0
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発行年月日： 令和4年(2022)年9月1日

佐賀県玄海水産振興センター  
　普及加工担当係：神﨑

溶存酸素量調査結果（伊万里湾 第5報）

　　　　　☎ 0955-74-3021
調査年月日：令和4年9月1日
調査時刻：10:10～11:09

大浦浜、波多津周辺の底層で溶存
酸素が大きく低下しています。
　
　今後の情報にご注意ください。
  この情報に関するお問い合わせは、玄海水産振興セン
ターまで連絡ください。
　県HPでは、波多津魚類養殖筏付近に設置した自動
観測システムによりリアルタイムで底層付近の溶存酸素量
を見ることができます。

（右のQRコードをご利用ください）

　　　　は溶存酸素40％以下の部分を示しています。　　
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